
書

、
騨

げ
…
、
　
そ
れ
は
丈
化
史
學
に
…
封
“
ノ
る
難
健
W
の
噌
小
足
を
｝
示

す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
御
母
な
許
り
円
満
者
は
後
看
の

巾
・
に
包
鳳
辮
さ
れ
、
霧
み
に
そ
れ
は
丈
化
工
☆
掌
的
轟
晶
似
甥
の

巾
に
そ
の
形
を
崩
す
事
な
く
そ
の
ま
蕊
癖
取
さ
れ
て

行
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ろ
か
ら
で
あ
る
。
帥
ち
美
術

よ
拠
乱
耐
劉
玉
垂
の
丈
化
史
…
学
的
一
三
職
は
蛸
火
繍
田
巾
人
斑
解
的
理
解

の
外
に
蛇
行
し
て
行
わ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
、
美

小柵

Rん

c
学
的
狸
㎞
聯
の
蚊
姫
つ
た
所
か
い
ら
以
弼
賜
る
べ
き
も
の

で
あ
・
る
か
ら
で
あ
る
。
蕾
呂
隔
わ
ば
・
文
化
奥
家
は
美
衝
…

史
家
の
純
搬
式
的
な
出
中
裁
を
ぱ
美
衛
史
研
究
不
可
駅

の
葡
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
そ
丈
化
史

學
は
美
衛
奥
目
研
究
の
早
舞
を
縫
承
し
つ
エ
美
衛
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
ち
　
　
へ

・
的
鋭
象
の
興
し
い
庸
史
的
理
解
の
可
能
強
を
原
理
的

に
保
娠
馴
し
蘇
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
考
え
來
る
時
、
署
者
は
疑
り
に
竜
既
炭

の
美
衝
史
家
的
常
識
に
耽
溺
し
て
共
の
雄
山
を
彷
復

ナ
昂
凄
に
鳴
れ
過
ぎ
た
槻
が
あ
る
。
後
っ
て
木
嘗
に

載
せ
ら
れ
た
｛
撹
の
五
つ
の
偽
醐
・
叉
は
申
饗
諏
膚
の
黙
（
欝
岬
的
｛
既

魏
力
の
鏡
さ
を
誇
示
し
て
屠
ろ
に
も
拘
ら
ず
、
歴
史

的
理
解
に
於
い
て
は
必
ず
し
も
禿
奈
で
な
い
の
は
隔
．

碧
考
の
研
究
が
充
分
雀
行
届
か
な
か
っ
た
爲
で
は
な

ぐ
、
美
衝
史
學
的
立
場
を
望
郷
…
し
た
感
化
史
學
的
立

場
に
立
つ
平
な
く
、
園
丁
工
専
と
丈
化
強
気
と
を
劃

封
延
す
る
亀
の
と
鍵
解
し
、
雨
春
の
串
聞
に
響
者
の

所
謂
精
紳
史
的
善
報
を
見
撮
そ
う
と
し
た
態
度
そ
の

みも
の
か
ら
雄
じ
て
家
た
も
の
蕊
よ
う
に
患
わ
れ
る
。

　
署
出
屑
の
立
翻
妨
の
加
箱
介
と
そ
れ
へ
の
批
纐
月
を
鉱
つ
の

論
交
に
つ
い
て
具
纏
約
κ
観
賞
す
る
事
が
導
者
に
課

せ
ら
れ
た
本
來
の
課
題
で
あ
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
此

等
の
鵜
爾
文
は
M
照
り
に
亀
多
く
の
襯
川
擶
撃
駕
A
胸
み
迂
、
典
の

問
題
を
返
一
取
り
．
上
げ
る
審
は
筆
者
に
添
え
ら
れ
た

紙
面
の
捌
隈
が
こ
れ
を
許
さ
な
い
。
赦
に
風
涛
は
今

一
側
は
た
V
．
、
鷲
穴
衛
史
乱
肘
欝
象
へ
の
「
憶
英
實
な
る
巾
猷
軸
観

的
燈
験
と
學
的
な
招
．
握
」
、
を
蘭
聰
し
（
六
二
、
五
三

頁
）
、
「
解
騨
準
準
理
解
の
深
さ
を
絶
…
封
的
に
先
取
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
鉱
六
頁
）
と
説
く
薯
潜
の
美

術
史
研
究
の
態
度
が
、
ど
の
一
篇
に
竜
看
坂
’
せ
ち
れ

る
事
、
そ
し
て
典
簿
の
諦
論
丈
の
悉
く
が
國
史
學
界

に
一
眠
れ
な
此
の
驚
き
寄
材
の
彫
身
錐
朴
脚
の
輌
労
・
刀
に
よ

っ
て
編
み
上
げ
ら
れ
た
妖
嫡
な
花
束
で
あ
る
事
を
由
・

述
べ
る
に
止
め
度
い
と
患
う
。

　
筆
墨
の
義
務
の
不
履
行
に
灘
し
て
署
労
の
御
寛
怨

を
願
う
と
典
に
、
軸
壁
の
御
清
誠
を
大
方
諸
多
に
乱

し
て
切
に
彿
奨
め
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
（
β
6
版
二
五
八
頁
、
臼
雰
書
房
昭
和
ご
十
五
年

　
　
一
月
刊
、
二
蝋
○
圓
）
　
　
－
石
目
一
良
i
i

一
〇
〇

d
ざ
奇
態
巳
（
穿
虞
鶏
卜
一
欝
酔
匿
象
鳩
Φ
貯
。

圖
戸
韓
建
ご
9
詞
胎
8
σ
含
歴
匿
覧
同
錠
◎
｝
さ
郵
江
a
Φ

－
＜
9
μ
碧
鷺
．
一
男
乙
碍
。
毎
舘
騰
（
認
ン
○
ぎ
』
楚
ぺ
貯
謎
－

⇔
ぴ
。
回
壇
（
）
謎
（
シ
二
二
。
嵩
禍
設
む
類
。
訴
ゆ
ご

　
現
代
史
隊
…
・
の
一
三
猷
卿
陶
一
慣
、
F
。
リ
ュ
ト
ゲ
の
「
中

椥胸

M畑

謔
ﾌ
初
球
由
・
盤
戦
庚
灘
W
」
　
（
一
九
三
七
確
・
）
に
み
’

る
ご
と
く
、
特
殊
的
柚
繋
万
宝
概
一
助
に
よ
る
一
鼎
砥
史
の

蒋
一
瀟
…
炭
、
あ
る
い
は
照
日
ゆ
｛
の
照
日
鎚
ハ
的
唱
麹
位
や
新
川
測
繭
的

尊
重
に
あ
る
こ
と
は
、
簾
史
鍛
’
の
側
か
ら
す
る
地
理

掛
学
的
方
法
へ
の
轍
挨
訴
陶
と
し
て
．
鵬
翼
門
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
集
落
地
理
學
や
蛙
軍
愛
蓬
史
的
獅
究
が
、
既
に

史
學
κ
費
し
て
轡
ハ
の
り
豊
か
な
影
響
を
慕
え
た
最
も

よ
き
例
は
、
ド
イ
ツ
史
家
A
。
ド
ブ
シ
ュ
の
古
代
乃

至
申
世
の
農
村
耽
會
の
理
論
的
究
明
に
寄
與
し
た
シ

ユ
リ
訊
ー
タ
ー
や
グ
ラ
；
ト
マ
ソ
の
歴
史
地
理
學
に

．
み
る
こ
と
が
構
外
る
。
本
割
買
は
か
エ
る
婁
孔
…
に
つ
な

が
る
竜
の
と
し
て
、
職
後
ド
イ
ツ
の
雁
史
地
細
學
の

傾
向
を
端
的
に
物
語
っ
て
い
ろ
。

　
署
畜
カ
ー
ル
・
，
ナ
τ
ル
ン
グ
の
所
燃
卿
ナ
る
．
繍
出
O

認
り
。
貯
シ
門
許
ρ
ぎ
｝
μ
⑦
ま
、
濡
曾
茸
σ
q
窪
M
㌔
は
、
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ー
・
。
ア
ム
？
マ
イ
ン
電
命
地
理
…
学
研
究
‘
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研
の
一
部
…
…
口
で
あ
っ
て
、
　
一
九
「
二
五
年
、
W
・
べ
U

ル
マ
ン
軸
敦
綿
ハ
に
よ
っ
て
創
恥
醸
さ
れ
r
た
・
も
の
で
、
こ
の

地
方
の
郷
土
科
學
の
樹
立
を
同
的
と
し
た
る
の
で
あ

る
が
、
　
こ
の
懲
僻
閣
剛
が
、
該
地
域
の
地
理
的
。
傭
麗
濟
的
～

統
一
軸
｛
の
究
明
皿
。
細
図
」
工
計
塒
脚
に
關
忍
ア
る
栖
旧
値
｛
融
き
柵
耕

究
を
試
み
た
こ
と
は
特
鍋
・
さ
れ
て
よ
い
℃
附
…
滋
強
入
口

徽
聞
は
、
「
二
〇
〇
〇
簸
の
漁
n
籍
と
顕
七
〇
谷
の
土
入
ゆ
及
、

ぴ
統
計
書
を
所
激
し
て
い
た
が
、
　
一
九
四
四
年
の
窒

襲
の
た
．
め
茨
燐
に
嬉
し
た
。
い
わ
ば
、
吟
醸
は
か
Σ

，
る
茨
燐
の
巾
か
ら
飛
立
つ
た
フ
、
諜
ニ
ク
ス
の
一
幅
で

あ
る
。

　
ナ
ー
ル
ガ
ン
グ
は
、
既
に
一
九
三
二
年
、
．
「
初
期

巾
澱
に
於
け
る
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
｝
の
成
立
及
び
隔
彼
蓮

に
聞
す
る
継
史
地
蝿
學
的
研
究
」
を
獲
表
し
、
考
古

撃
。
集
落
地
灘
學
及
び
丈
獣
的
誰
橡
に
よ
る
綜
合
科

、
簗
的
方
法
に
よ
る
漸
た
な
メ
㍗
ー
デ
を
幾
學
に
措
定

す
る
と
こ
る
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
轡
炉
塞
譜
円
窓
や

獲
掘
物
の
研
究
を
更
に
と
り
入
れ
て
、
以
前
の
結
論

に
修
聡
を
加
え
た
の
が
本
捌
口
で
あ
る
。

　
ま
ず
錦
叢
暴
「
景
槻
像
・
地
形
・
地
質
」
．
に
於
い

て
は
、
マ
イ
ン
河
低
地
が
、
先
史
噂
代
に
は
…
糊
蜜
な

樹
林
繁
き
小
島
を
な
し
て
い
た
の
に
引
き
か
え
、
ブ

バ

．
ラ
ウ
バ
ッ
ハ
北
方
と
西
方
に
捜
が
つ
た
砂
地
及
び
レ

　
　
　
　
　
　
’
鍵
　
　
　
　
静

！
デ
ル
ペ
ル
グ
と
ザ
ク
セ
ン
ホ
イ
ゼ
ル
ペ
ル
グ
ゆ
石

茨
質
土
壌
地
域
で
は
、
糎
い
樹
林
を
な
し
て
お
り
、

二
が
乙
掬
柵
聞
・
万
の
レ
ー
ス
晶
極
帯
塀
に
は
ム
訊
く
轟
佛
林
が
．
な

く
、
先
史
入
類
の
集
落
形
成
に
適
し
た
場
所
で
あ
っ

　
　
　
　
　
ぶ
じ
　
レ
ン
コ
ア
ハ
リ
　
ス

た
こ
と
を
、
花
粉
分
析
や
撒
跡
に
帥
し
て
結
論
づ
け

る
と
疏
ハ
に
、
こ
れ
を
翻
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ

ラ
ー
ト
マ
ソ
の
肥
所
訓
覗
「
ス
テ
ッ
ペ
ン
理
論
」
　
へ
の
翫
惣

近
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ン
河
畔
と
河
甲
鋤

土
の
数
物
げ
及
び
融
基
蕨
群
の
鴫
力
｛
例
に
よ
っ
て
、
ザ
ン
ダ

ホ
フ
と
ゲ
ル
ベ
ン
ミ
ュ
ー
レ
近
傍
の
淺
一
蹴
が
、
先
史

時
代
に
渡
渉
地
顯
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
等
を
も
推

　
　
　
ノ

定
し
て
い
る
Q
　
　
．
　
　
　
，
　
　
、
　
　
’

　
箪
二
章
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
集
落
と
し
て
、

の
始
源
は
、
少
侃
以
の
博
物
輔
繊
細
に
よ
っ
て
ゲ
ル
マ
ン

輩
霧
滑
に
網
凹
る
が
、
こ
の
製
塩
ガ
の
朗
鰍
描
蔵
藺
円
な
開
門
押
鶉
は
、

戸
ー
マ
の
書
聖
織
…
築
山
乏
瀧
ハ
に
鹸
一
書
る
こ
と
を
澱
｝
べ
、

ロ
ヨ
マ
の
城
の
n
健
擬
及
び
サ
て
の
復
㎞
線
を
瀞
臥
み
て
い

る
。
「
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
策
三
章
「
黒
糖
移
鋤
と
フ
ラ
ン
ク
族
の
地
墨
」
で

は
、
　
ロ
ー
マ
丈
花
伊
の
婦
出
田
累
の
上
に
現
れ
た
鵬
帖
r
導
￥

鴨
C
国
払
跨
⇒
鑓
O
剛
マ
σ
q
O
寓
葺
騎
聾
坤
競
O
ご
な
混
ム
”
鼻
溝
の
ト
レ

ー
ガ
！
で
あ
る
ア
レ
マ
ン
耀
職
は
、
た
し
か
に
此
の
地

域
に
麦
離
的
で
は
あ
っ
た
が
、
ぞ
の
幾
存
墳
墓
は
少
r

数
で
あ
り
、
田
有
の
建
斎
物
竜
齢
ん
ど
な
く
、
ブ
ラ
ウ

ン
ハ
イ
ム
…
…
…
…
近
の
家
屡
群
に
よ
る
と
、
當
時
ロ
ー
マ

楓
の
建
物
が
導
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
朔
ら
か

も

で
あ
り
、
物
質
丈
化
の
上
か
ら
、
ロ
ー
マ
と
ゲ
ル
マ

ン
の
蓮
綾
性
を
劣
明
し
、
更
に
そ
り
後
に
つ
サ
く
フ

　
　
　
　
や

ラ
ン
ク
側
め
ラ
イ
ン
地
方
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
・

シ
ュ
ワ
馨
ペ
ン
へ
の
執
鑑
刀
圏
耀
黒
八
が
、
．
牽
識
い
ロ
；
マ

回
路
を
媒
介
と
し
先
こ
と
、
フ
ラ
ン
ク
旋
の
列
欺
墳

墓
か
ら
推
定
し
て
、
六
西
紀
に
於
け
る
そ
の
植
蝿

が
、
塗
樽
が
イ
ゾ
が
笠
岡
の
勢
力
を
背
馳
に
、
ラ
イ

ン
左
帰
地
方
か
ら
下
マ
イ
ン
地
方
に
顯
馨
で
あ
る
こ

と
、
且
つ
そ
の
二
尉
洛
函
蟹
｝
噂
す
い
．
ぽ
◎
謹
畿
楠
勺
の
つ
い
た

紬撒

�
ｪ
、
．
以
晶
廟
の
口
…
マ
の
城
耀
獣
の
蜘
叩
跳
と
ム
”
勒
訊
ナ

る
こ
と
、
そ
の
甥
。
ゴ
多
地
〃
囎
が
、
一
八
抵
、
創
始
者

の
〃
覗
晶
凶
↓
¢
つ
け
て
い
る
こ
と
　

（
鵠
醜
＝
瓢
貯
酬
α
身
O
簿
。
剛
ズ
）
ψ
＝

H
団
お
ヨ
麟
。
夢
。
ぎ
七
七
一
一
、
同
“
2
．
o
圃
薦
慧
鵠
酬
ゑ
髪

口
】
W
簿
．
澤
9
．
延
峯
貯
戸
　
七
九
餓
、
　
筏
師
難
㎞
ピ
削
さ
…
彰
1
1

同
箏
衛
9
ン
O
ぎ
戸
・
七
入
八
等
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

慮
鋤
閥
の
串
…
糊
農
村
乃
釜
蕪
園
形
態
が
、
幾
多
ニ
ュ
ア

ン
ス
の
覇
違
を
難
粥
め
な
が
ら
も
、
な
お
跳
ハ
庭
に
強
い

灘納

坥
i
｛
の
山
弾
ナ
る
こ
み
【
秦
騙
、
　
こ
の
報
妬
の
｛
八
一
叉
か
ら
滑
榊

み
と
る
こ
と
は
、
我
々
の
資
、
務
で
亀
あ
ろ
う
。

　
、
第
四
章
「
フ
ィ
ス
ク
ス
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
O
」

一
．
〇
一

（　．t．90　）



　
　
　
　
　
　
　
、
掬
4
　
　
　
　
　
，
　
雫

　
　
　
　
　
　
　
，
撃
一
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
畦
“

フ
ィ
ス
ク
ス
　
（
嶋
脇
q
賜
田
（
鐸
㏄
）
　
は
、
王
の
統
皆
納
・
二
分

．
欝
脳
↓
駕
有
す
㌔
る
占
右
地
の
噂
内
部
に
あ
っ
て
、
ワ
て
の
濡
話

．
と
利
刑
を
特
別
に
留
保
さ
れ
た
土
地
　
（
鯖
昏
N
o
竪
毎

冠
。
㈹
『
）
　
で
あ
り
、
　
フ
ィ
ス
ク
ス
。
ヴ
ィ
ー
ス
バ
ー

ヂ
ン
、
フ
ィ
ス
ク
ス
・
↑
リ
ブ
ー
ル
と
並
ん
で
、
フ

ィ
ス
ク
ス
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
争
が
、
八
一
七
年
置
児

．
四
日
の
直
撃
に
初
め
て
認
め
ら
れ
る
。
　
一
．
九
の
村
“
洛

の
複
ム
肖
よ
り
な
る
こ
の
フ
ィ
ス
ク
ス
の
範
㎜
圏
及
び
細
…

遜
分
を
、
自
然
的
基
礎
と
の
關
係
か
ら
考
察
す
る
と

蒲ハ

ﾉ
、
内
部
の
剛
心
労
引
用
呼
罵
隔
一
双
傭
晒
と
典
槻
閉
門
の
個
人
…
増

噛
厘
・
マ
ル
ク
“
κ
亀
つ
“
κ
山
口
山
川
村
落
錬
の
測
…
互
実
弾
及
・

び
二
丁
の
専
院
領
へ
ゐ
推
移
等
に
つ
い
て
嘗
及
し
て

い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
中
世
の
マ
イ
ン
河
渡
渉
騰
…
を
、
河

底
土
壌
．
の
地
質
學
的
研
究
か
ら
考
姦
し
、
山
面
章
「
ロ

ク
ス
ー
フ
ラ
ン
ユ
ノ
フ
ル
ト
」
ボ
で
は
、
カ
ロ
リ
ン
が

曄
目
代
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
農
業
集
伽
滑
の
存
し
た

こ
と
、
都
市
へ
の
崩
芽
は
い
ま
だ
み
ら
れ
ず
、
ロ
ー

マ
の
慶
城
上
に
成
立
し
た
ビ
シ
コ
プ
座
（
騙
溶
巳
回
（
）
や

器
欝
N
o
）
　
電
、
木
品
町
で
は
な
く
て
、
繊
拝
堂
の
不

画
期
な
集
合
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
を
取
り
間
む
城
壁

も
、
ロ
ー
マ
占
有
時
代
の
古
い
町
の
城
壁
を
利
用
し

‘
た
も
の
で
あ
る
こ
・
と
を
の
べ
、
初
期
乱
甲
冊
一
の
か
Σ
る

集
落
像
は
、
ノ
ィ
ヴ
ィ
ー
ド
か
ら
ぼ
ど
遠
く
な
い
グ

・
ラ
ド
バ
ッ
ハ
い
迦
傍
の
フ
ラ
ン
ク
族
の
村
落
…
及
び
ネ
ッ

カ
ー
ラ
ゥ
附
近
に
存
し
た
カ
ロ
リ
ン
が
朝
の
村
落
嚢

掘
そ
の
他
か
ら
、
極
め
て
不
規
期
な
、
プ
リ
ミ
テ
ィ

ー
ブ
な
建
物
か
ら
陰
る
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
と
推
定
し

て
い
る
。

　
第
七
・
八
・
九
一
目
で
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
が
王
朝
の

戦鵬

ﾖ
帯
瓢
。
七
九
M
閏
年
の
丈
撒
に
仏
期
め
て
記
載
さ
れ
た

カ
ロ
リ
ン
が
三
朝
宮
殿
及
び
ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ホ
フ
と
ケ

ー
ニ
ヒ
ス
カ
ム
プ
櫨
騨
の
位
澱
考
磯
鴫
を
試
み
・
、
第
十
章

で
は
、
　
「
道
路
綱
の
成
立
」
に
就
い
て
述
べ
て
い

る
。
特
に
、
カ
・
リ
ン
ガ
ー
オ
ッ
ト
ー
時
代
に
於
け

る
ド
ー
ム
ヒ
ー
ゲ
ル
及
び
カ
メ
ル
リ
テ
ル
ヒ
ー
ゲ
ル

へ
の
道
路
細
は
、
　
一
見
不
規
密
な
袋
路
（
砿
嘗
．
鮎
活
⑦
ロ
ー

α
q
o
誤
・
写
ご
か
ら
禺
來
て
い
た
こ
艶
、
中
世
初
期
の
道

路
課
が
、
晶
踏
代
の
ロ
ー
マ
道
路
の
嬬
識
な
く
て
は
理

解
不
可
北
隠
で
あ
る
こ
と
、
而
も
声
影
マ
甦
路
の
詳
細

は
、
浮
世
避
路
に
雅
く
毒
婦
を
必
要
と
す
る
こ
と

等
、
・
研
究
操
作
に
寂
し
て
竜
、
我
ゴ
々
に
示
唆
す
る
鮎

が
大
．
き
い
。

・
第
一
一
・
一
一
六
義
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
都

市
化
に
就
い
て
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
　
一
〇
七
年
始

め
て
く
巳
冨
と
よ
ば
れ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
、
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
〇
二

一
一
四
ご
年
に
は
○
竪
犠
黛
錯
影
の
名
訪
で
繊
現
し
た

の
で
あ
る
が
、
村
落
疏
ハ
m
例
膨
か
、
い
ら
都
市
北
国
工
面
へ
の

推
移
は
、
極
め
て
徐
々
に
完
趣
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

王
の
雷
Ψ
加
妨
ほ
一
ニ
ニ
七
加
†
、
そ
の
隔
庇
護
椹
は
一
二
四
．

○
年
、
始
め
て
盗
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
だ
が
一

二
」
・
一
三
世
融
脚
に
な
る
と
、
　
多
伽
阻
の
、
蹴
賦
愈
・
修
貼
氾
院

・
最
古
の
ユ
ダ
ヤ
人
．
匝
等
が
成
立
し
た
。
提
言
は
、

こ
れ
ら
の
建
物
及
び
都
市
形
三
川
の
復
原
を
丈
獣
及
び

．
古
地
圃
に
瀕
う
る
に
考
古
學
的
方
法
を
駆
使
し
て
試

み
る
と
典
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
都
市
化
を
長
期

に
亘
っ
て
は
鋼
ん
だ
原
因
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
。

抑
≧
中
世
の
地
名
研
究
か
ら
、
フ
ィ
ス
ク
ス
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
よ
リ
ニ
グ
河
迄
、
　
フ
ラ
ン
ク
ー
メ
ロ
ヴ

ィ
ン
ガ
ー
カ
ロ
リ
ン
が
時
代
を
通
じ
て
杢
地
域
に
亘

っ
て
卓
越
し
た
森
林
地
幣
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。
署
涛
は
、
カ
ロ
リ
ン
が
訟
｛
朝
晶
編
下
の
畳
輻
槻
の

筏
原
を
企
澗
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
と
ザ
ク
セ
ン
ハ

ウ
ゼ
ン
村
の
曲
節
地
マ
ル
ク
は
、
曲
譜
趣
め
て
小
規
模

で
あ
っ
て
、
”
北
∵
万
で
は
シ
ュ
タ
ウ
フ
ィ
シ
ュ
の
國
焙
W

要
塞
に
接
し
て
古
い
．
森
林
眼
界
が
あ
り
、
酉
・
南
部

で
は
、
　
マ
イ
ン
河
に
森
林
が
凧
氾
つ
峯
屠
り
、
そ
の
…
開

隙
に
存
す
る
近
郊
の
三
農
地
、
リ
ー
デ
ル
フ
諾
ル
・
ト

・
ニ
ー
ダ
ー
フ
ェ
ル
ト
・
ブ
リ
」
ド
ペ
ル
ガ
ー
フ
ェ

（‘t｛）］’）



ル
ト
の
位
拠
肱
は
、
．
下
闇
燗
の
輔
姻
質
學
的
性
質
及
び
そ
れ

に
よ
つ
℃
捌
約
さ
れ
届
豊
饒
性
に
よ
っ
て
説
明
し
う

る
の
で
あ
っ
て
、
森
林
は
砂
質
挫
の
礫
の
多
い
河
心

段
丘
に
籏
延
し
が
ち
な
の
に
益
し
て
、
前
二
者
は
マ

イ
ン
河
の
氾
濫
原
に
、
後
者
は
レ
ー
、
ス
及
び
石
次
土
、

壌
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
を
立
詮
し
た
。
さ
ち
に
、

村
落
問
の
擁
界
形
成
に
鋤
し
て
森
林
帯
が
如
何
に
作

用
し
た
か
、
巾
世
後
期
、
都
市
の
成
立
嚢
展
に
即
し

て
森
林
開
獲
が
如
何
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
と
っ
た
か
を

追
求
紮
マ
イ
ン
．
河
北
岸
に
於
け
る
士
二
面
紀
以
後

の
火
規
棋
な
針
葉
樹
林
の
開
獲
に
よ
っ
て
、
新
し
い

農
地
と
家
屋
群
が
績
々
田
現
し
、
個
有
の
ミ
圃
農
法

も
一
部
で
は
施
行
さ
れ
る
に
三
つ
た
こ
と
、
ま
た
南

痒
軸
蝟
域
で
、
は
ホ
ー
ヘ
ン
ロ
ー
ド
村
等
の
蔚
…
囲
妬
傭
型

が
、
主
と
し
て
葡
萄
畑
に
利
刑
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ

芝
、
か
く
し
て
此
腱
に
、
　
一
八
澱
紀
近
代
的
都
市
の

成
立
索
で
の
停
鵯
細
的
な
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
蚤
の
至
心
が

ぼ
獄
完
了
し
た
こ
と
を
叙
遠
し
て
い
る
。
蓋
し
、
こ

の
二
章
は
、
申
小
論
丈
中
の
白
M
眉
と
も
い
う
ベ
ベ
、
暴

槻
の
意
味
を
単
な
る
集
落
や
農
地
だ
け
に
限
る
こ
と

な
く
、
丈
字
通
り
人
丈
肉
然
全
膿
に
亘
り
、
豊
欝
な

歴
史
地
圃
に
よ
る
説
明
を
試
み
た
穿
け
で
な
く
、
特

に
そ
れ
ら
を
祉
脅
生
活
の
嚢
展
に
即
し
て
考
察
し
た

　
　
　
　
　
　
　
磐
　
　
　
　
鎌

　
と
こ
ろ
桓
轟
瞬
き
い
蹴
獄
曲
魂
が
あ
る
。
た
讐
開
妬
軸
矧
の
集

　
曲
浴
及
び
農
脚
気
の
機
瀬
田
が
、
洲
山
弔
の
畠
ゲ
ヅ
ン
錐
櫓
落
…
や
マ

　
ル
ク
典
同
路
面
競
欄
に
封
し
て
、
如
何
に
和
迩
す
る

　
か
に
つ
い
て
は
、
逮
に
本
書
か
ら
知
る
こ
と
が
繊
來

　
な
か
っ
た
の
は
残
照
聯
で
あ
る
』
勿
論
…
、
巾
・
世
．
後
期
以

．
後
の
地
積
縄
や
古
地
剛
矧
を
’
子
が
か
り
に
、
遠
く
巾
・
涯

　
－
古
代
に
於
け
る
集
落
や
提
地
形
態
を
推
諭
し
、
古

　
縦
隔
ー
ロ
ッ
。
ハ
の
地
域
減
磁
口
強
を
大
規
模
に
系
幅
統
化

　
し
た
マ
イ
チ
ェ
ン
の
構
想
に
み
る
ご
乏
き
棄
や
か
さ

を
、
本
論
の
如
き
特
殊
研
究
に
葉
む
の
擁
鐘
で
あ

　
る
が
、
著
者
の
精
緻
に
し
て
転
嫁
的
な
科
學
的
態
度

　
は
、
麟
醐
者
の
如
き
蕪
・
や
か
さ
の
蔭
に
、
と
竜
・
ず
る
と

　
つ
き
ま
と
い
勝
ち
な
凋
噺
の
面
罵
さ
を
臥
ハ
鱗
す
ら
愚

感
ぜ
し
め
な
驚

　
　
最
後
に
一
五
章
は
、
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
凋
邊
の

　
領
土
的
形
成
の
始
源
」
と
題
し
て
、
ま
ず
フ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト
が
、
近
隣
諦
都
市
と
封
照
的
に
、
狐
立
的
な

囁
都
市
眠
目
慢
心
緻
へ
嚢
臆
し
え
た
の
は
、
ラ
イ
ン
マ
イ

　
ン
河
地
域
に
於
け
る
露
領
地
の
…
朋
竣
に
よ
る
の
は
勿

　
論
で
あ
る
が
、
元
來
、
中
部
ラ
イ
ン
地
域
込
ヴ
ェ
テ

　
ラ
ウ
は
、
既
に
先
史
時
代
に
於
け
る
諦
丈
化
の
南
下

　
北
上
を
始
め
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
を
通
じ
て
、

　
南
北
ド
イ
ツ
の
肉
池
的
媒
介
醗
で
あ
っ
た
黙
に
竜
よ
．

る
こ
と
を
史
屈
曲
に
説
明
し
、
次
に
カ
ロ
リ
ン
が
時
「

代
、
フ
ル
ダ
．
ロ
ル
シ
ユ
。
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
グ
等
へ

の
十
嚇
輔
嘲
財
産
の
寄
…
進
に
添
う
土
地
所
有
及
び
領
有
臨
捌

係印

ﾌ
編
激
動
に
就
い
て
曲
蓮
べ
、
．
肌
取
後
に
こ
の
勧
Ψ
域
に
n
於

け
る
巾
世
の
政
治
地
理
的
傾
向
を
要
約
し
て
、
　
「
ラ

イ
ン
ー
マ
イ
ン
地
方
の
多
数
の
支
蹴
、
主
と
し
て
遺

騰
粗
面
に
よ
り
制
約
さ
れ
た
顯
署
な
領
土
面
分
絞
、

費
際
の
勢
力
因
、
＋
を
俘
わ
な
い
澄
清
的
な
競
ム
ー
4
は
、

ラ
イ
ン
…
マ
イ
ン
地
方
粗
於
、
け
る
政
治
的
覇
．
梅
の
欝

標
以
外
の
も
の
で
は
な
い
ゆ
そ
し
て
ま
た
、
現
わ
れ

田
で
た
中
世
の
爾
大
國
、
即
ち
束
閥
に
ク
…
ル
マ
イ

ン
ツ
、
南
北
に
ヘ
ッ
囁
セ
μ
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
王
の
保
一
誕
下
に
あ
っ
た
・
某
帝
領
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

地
城
に
よ
っ
て
分
裂
し
℃
い
る
。
こ
れ
實
に
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
が
、
常
に
ラ
イ
ン
マ
イ
ン
地
域
の
纏
濟

的
。
丈
化
的
娯
介
意
に
向
っ
て
虞
長
し
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
、
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
置
　
一
水
津
　
一
朗
i

×

×

X

X
一
〇
三

×

X
．
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